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会期：2024年 4月 25日（金） － 5月 27日（月）　9:00 - 17:00

会場：板室温泉大黒屋サロン

板室温泉大黒屋では 2024年 4月 25日より 5月 27日まで、美術家の八木夕菜「Superposition」を開
催いたします。八木はニューヨーク・パーソンズ美術大学建築学部卒業。カナダ、ニューヨーク、ベル

リンを経て現在は京都を拠点に活動しています。建築事務所での勤務を経て、写真家として建築物を撮

影することから「見る」という行為を捉え直し、物事の真理を追求し、視覚と現象を用いたインスタレー

ション、建築などで使われる素材などを用いた平面と立体の間を行き来する作品など、一貫して「見る

ことの本質」をテーマに時空の概念を重ねる作品を制作しています。アクリルブロックと写真を組み合

わせ光の屈折によって見る角度が異なる景色を映し出す作品。写真にアルゴリズムを当てはめ平面の中

で画像を歪ませる作品。写真を金属に印刷し折り曲げた作品など、写真の見せ方によって、視覚できる

ものの認識の仕方を意図的に意識させ、鑑賞者に多角的な視点を生み出しています。

以下、本展示に向けて作家によるステートメント

あれは夢だったのか、さだかではない。目覚ましが鳴り、時計を見ると 9時。もうこんな時間だと慌て
て支度を始める。すると、また同じ音の目覚まし時計が鳴り、もうひとりの自分が目を覚ました。時計

を見ると針は 7時を指していた。見間違えたわけではない。確かに最初に起きたのは 9時だった。少し
先の時間を生きている「私」と現在の「私」。現在とはいえ、今が既に過去にすら感じる不思議な体験。

どちらも「リアル」な感覚があり、何人もの「自分」が多重の時間を過ごしているように感じられた。

近年、私が夢で体験した「時間」「存在」「空間」の多重性を紐解き、写真における STILL LIFE（静止画）
を探求している。今回はそれらのテーマに沿った 2つの作品を新たに発表する。 
ひとつは、それぞれの時間軸を持った花や石、乾燥した植物、種、鉱石、金属、ガラス、樹脂たちが同

時に複数の時間軸で存在しているという事と夢の感覚を重ねる試み。ふたつ目は、AIによって生成され
た時間の概念と人間の感覚や経験に基づく時間の経過を可視化した二つの視点を合わせること。私にとっ

てそれらは、我々が日常的に受け入れる「時間の流れ」とは異なる、時間の断片化と再構築がもたらす

存在の複層性に自己を確認する行為なのかもしれない。

限りあるものが偏在する。

この世界は出来事の集まりなのである。

板室温泉大黒屋では、初めての個展となる「Superposition」。言葉をヒントに作品作りをするという八
木は、カルロ・ロヴェッリの著書「時間は存在しない」を読んだ経験から時間の認識、幻想性について

思慮し自身の表現を深化させています。本展ではこれまで実践してきた作品群と新作を組み合わせて

15点を展示いたします。この機会にぜひご高覧いただけたら幸いです。

*「Superposition」は日本語にすると「重ね合わせの原理、重層」

八木 夕菜 　「Superposition」　 　

Yuna Yagi  ‘Superposition’

・会期中の休館日：5月 14, 15, 16日

・4/25、5/17のみ 13:00から開館



 八木 夕菜　Yuna Yagi

1980年　兵庫県生まれ

2004年　ニューヨーク・パーソンズ美術大学建築学部卒業

2007年　ベルリンへ移る

2010年　拠点を京都に移す

<主な個展 >

2015年 「ひとつになる世界 / IT’S ONE-WORLD」京都国際写真祭 KG+, ABS gallery,京都

2016年 「崩れゆく世界 / Collapsing World」京都国際写真祭 KG+, ozasahayashi gallery,京都

2016年 「YUNA YAGI – Une passion partagée pour la photographie d’architecture」Roche Bobois, パリ

2017年 「祈りの空間 / Space For Prayer」京都国際写真祭 KG+, Bijuu gallery,京都

2017年 「START TO COLLECT」FOTOFEVER 2017,パリ

2018年 「NOW/HERE」ポーラミュージアムアネックス ,東京

2020年 「Landscape of Kishira」京都国際写真祭 KG+, MOGANA,京都

2021年 「種覚ゆ /The Record of Seeds」KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 , 建仁寺塔頭両足院 ,京都

2021年 「視点とかたち」美術画廊 X 日本橋高島屋 ,東京

2022年 「視 /覚の偏 /遍在」 √K Contemporary,東京

＜受賞歴＞

2016年 「KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭」ポートフォリオ・レビュー 最優秀 ハッセルブラッド賞

2019年「第 35回写真の町東川賞」新人作家賞 ノミネート

2019年「DESIGNART 2019」BIG EMOTIONS AWARDS 受賞

2019年「FOTOFEVER 2019」招待作家 Eberhaard Awards ノミネート

<作品所蔵 > 

金沢 21世紀美術館

<主なコミッションプロジェクト >

2016年 空間ディスプレイ , Roche Bobois, パリ

2018年 ウィンドウディスプレイ作品制作 , ポーラ銀座 , 東京 

2019年 ヴィジュアル制作、ファッションブランドコラボレーション , jens, 東京 

2019年 ホテル供用スペース作品制作 , BSPK HOTEL, 大阪 

2021年 ホテルロビー、供用スペース作品制作 , THE REIGN HOTEL, 京都


